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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成26年４月の消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動に

より減速しましたが、政府の経済政策等を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。また、当社の売

上高前年比においても、第１四半期累計期間 93.3％、当第２四半期累計期間 100.0％と、駆け込み需要の反動減

から、回復基調の流れとなりました。しかしながら、台風や集中豪雨などの天候不順も重なり、依然として消費環

境は不透明な状況が続いております。

 このような経営環境のなか、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、事業の長期的な成長を重視し、社会

のデジタル化に対応した写真事業への変革を目指して、当連結会計年度の計画を推進してまいりました。

 実施した施策は、以下のとおりです。

① 「カメラのキタムラ」を１店、「スタジオマリオ」を３店、「Apple正規サービスプロバイダ認定店」を１

店、合計５店出店しました。退店は６店です。「カメラのキタムラ」５店、「Apple正規サービスプロバイ

ダ認定店」の移転による退店１店です。

② スマートフォンの販売店舗数を、当第２四半期連結累計期間で８店増やし421店に拡大しました。また、取

扱いキャリアは、ドコモを57店増加し412店に、ａｕを116店増加し207店に拡大しました。ソフトバンクは

13店減少し299店です。

③ 「魔法のアルバム体験キャンペーン」として、イヤーアルバム10％ＯＦＦのキャンペーンを実施しました。

店頭での「おまかせ体験」（お客さまの「写真選び」のお手伝い）を通じて、イヤーアルバムの良さや作る

楽しさを味わっていただき、プリントの増加につなげております。

④ 市場の変化に合わせた店舗の統合・再配置を推進しております。平成26年４月に、連結子会社である株式会

社ビコムキタムラが運営するＴＳＵＴＡＹＡ中津店と、カメラのキタムラ中津店を移転し統合しました。さ

らに、スタジオマリオを新規併設出店しました。

⑤ 平成26年８月27日に、「スタジオマリオ」のホームページを全面リニューアルしました。店舗別ＴＯＰペー

ジの設置で、店舗情報が見やすくなりました。また、スマートフォン・タブレットでも、パソコン向けホー

ムページと同様の情報量を掲示しながらも、操作しやすいレイアウトに変更しました。

⑥ 外国人観光客の増加に合わせ、「カメラのキタムラ」の免税実施店舗を５店増やし、20店に拡大しました。

また、「キタムラネット中古サイト」を、英語・中国語・韓国語の３カ国語に対応しました。

⑦ 平成26年９月に、「カメラのキタムラ」96店で店舗の外観をリニューアルしました。「スマホ」と「フォト

ブック」訴求の強化が目的です。

 

 この結果、当第２四半期連結累計期間において当社グループの実績は、売上高は67,551百万円（前年同期比

0.2％増）になりました。消費税増税前の駆け込み需要等の反動から回復し、前年同期並みに戻りました。しかし

利益面では、天候不順によるプリント部門の売上減少及び店舗外観のリニューアル等のコスト増加により、営業損

失1,812百万円（前年同期は1,015百万円の営業損失)、経常損失1,722百万円（前年同期は948百万円の経常損

失）、四半期純損失2,142百万円（前年同期は1,221百万円の四半期純損失）となりました。

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。

（店舗販売）

 プリント部門、ソフト部門の売上が減少しましたが、取扱店舗数の増加によりスマートフォンの売上及び

Apple製品修理サービスの売上が増加し、売上高は前年同期並みとなりました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は59,488百万円（前年同期比0.0％増）となり、1,346百万円

のセグメント損失（前年同期は735百万円のセグメント損失）となりました。

（レンタル）

 ＤＶＤ及びＣＤレンタルが減少したものの、書籍及び文具・雑貨販売が増加したことにより、売上高が増加し

ました。しかしながら、新店費用の増加により利益の減少となりました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は2,517百万円（前年同期比1.8％増）となり、40百万円のセ

グメント利益（前年同期比30.4％減）となりました。

（服飾卸販売）

 主力商品である「ＯＵＴＤＯＯＲ ＰＲＯＤＵＣＴＳ」の卸販売が減少したことにより、売上高が減少しまし

た。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は791百万円（前年同期比12.9％減）となり、54百万円のセ

グメント利益（前年同期比24.8％減）となりました。
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（写真卸販売）

 ブライダル等のデザインアルバムの卸販売が好調なものの、他の卸販売が減少したことにより、売上高が微減

しました。また、積極的な販促活動の費用増加により利益の減少となりました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は2,074百万円（前年同期比0.7％減）となり、109百万円の

セグメント損失（前年同期は53百万円のセグメント損失）となりました。

（その他）

 医療用機器等の販売の売上高が増加しました。しかしながら低粗利益率部門の売上構成比の上昇により利益の

減少となりました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は2,679百万円（前年同期比7.7％増）となり、114百万円の

セグメント利益（前年同期比5.1％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は58,794百万円となり、前連結会計年度末に比べて7,386百万円減少し

ました。これは主にリース資産が1,100百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が4,121百万円、現金及び預

金が2,303百万円、商品が1,637百万円減少したこと等によるものであります。

 

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は41,664百万円となり、前連結会計年度末に比べて5,002百万円減少

しました。これは主に支払手形及び買掛金が4,982百万円減少したこと等によるものであります。

 

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は17,129百万円となり、前連結会計年度末に比べて2,384百万円減少し

ました。これは主に利益剰余金が2,441百万円減少したこと等によるものであり、この結果自己資本比率は

29.0％（前連結会計年度末は29.4％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の業績予想につきましては、平成26年５月12日公表の「平成26年３月期決算短信」に修正はござ

いません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の

決定方法を複数割引率へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が91百万円減少し、利益剰余金が59百万円増

加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失への影響

は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,486 5,182 

受取手形及び売掛金 11,138 7,016 

商品 13,084 11,447 

原材料及び貯蔵品 738 670 

前払費用 633 694 

繰延税金資産 532 532 

未収入金 3,280 2,804 

その他 272 572 

貸倒引当金 △91 △84 

流動資産合計 37,074 28,836 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 14,125 14,498 

減価償却累計額 △10,198 △10,282 

建物及び構築物（純額） 3,926 4,215 

機械装置及び運搬具 1,237 1,268 

減価償却累計額 △972 △1,015 

機械装置及び運搬具（純額） 264 252 

工具、器具及び備品 7,930 8,077 

減価償却累計額 △6,361 △6,430 

工具、器具及び備品（純額） 1,569 1,647 

土地 5,334 5,334 

リース資産 1,692 2,792 

減価償却累計額 △429 △579 

リース資産（純額） 1,262 2,212 

建設仮勘定 332 30 

有形固定資産合計 12,690 13,693 

無形固定資産    

ソフトウエア 1,730 1,698 

その他 791 975 

無形固定資産合計 2,522 2,673 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,518 1,699 

長期貸付金 40 38 

長期前払費用 240 228 

繰延税金資産 1,522 1,463 

敷金及び保証金 9,150 8,930 

仕入先長期積立金 1,410 1,213 

その他 68 67 

貸倒引当金 △58 △49 

投資その他の資産合計 13,893 13,590 

固定資産合計 29,106 29,957 

資産合計 66,180 58,794 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 17,551 12,569 

短期借入金 200 2,700 

1年内返済予定の長期借入金 7,155 5,721 

未払法人税等 671 320 

未払消費税等 369 489 

未払費用 2,351 2,329 

賞与引当金 907 853 

役員賞与引当金 29 － 

その他 3,407 3,649 

流動負債合計 32,643 28,633 

固定負債    

長期借入金 7,896 6,262 

役員退職慰労引当金 616 651 

退職給付に係る負債 3,823 3,756 

商品保証引当金 388 325 

資産除去債務 139 140 

その他 1,158 1,895 

固定負債合計 14,023 13,031 

負債合計 46,667 41,664 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,852 2,852 

資本剰余金 2,604 2,604 

利益剰余金 14,060 11,618 

自己株式 △12 △12 

株主資本合計 19,504 17,063 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 134 156 

退職給付に係る調整累計額 △207 △176 

その他の包括利益累計額合計 △73 △20 

少数株主持分 82 86 

純資産合計 19,513 17,129 

負債純資産合計 66,180 58,794 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 67,429 67,551 

売上原価 44,187 44,638 

売上総利益 23,242 22,913 

販売費及び一般管理費 24,257 24,725 

営業損失（△） △1,015 △1,812 

営業外収益    

受取利息 4 4 

受取配当金 6 10 

受取手数料 43 39 

仕入割引 69 70 

貸倒引当金戻入額 3 8 

その他 77 85 

営業外収益合計 204 218 

営業外費用    

支払利息 103 86 

支払手数料 22 17 

持分法による投資損失 － 10 

その他 11 14 

営業外費用合計 138 129 

経常損失（△） △948 △1,722 

特別利益    

固定資産売却益 115 － 

特別利益合計 115 － 

特別損失    

持分変動損失 － 23 

固定資産除却損 47 26 

減損損失 57 14 

特別損失合計 105 64 

税金等調整前四半期純損失（△） △938 △1,787 

法人税等 281 351 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,220 △2,138 

少数株主利益 1 3 

四半期純損失（△） △1,221 △2,142 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,220 △2,138 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △28 21 

退職給付に係る調整額 － 31 

その他の包括利益合計 △28 53 

四半期包括利益 △1,248 △2,085 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,250 △2,088 

少数株主に係る四半期包括利益 1 3 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △938 △1,787 

減価償却費 1,273 1,265 

減損損失 57 14 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △32 △14 

賞与引当金の増減額（△は減少） △281 △53 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △21 △29 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 101 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 72 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 36 34 

商品保証引当金の増減額（△は減少） 7 △62 

受取利息及び受取配当金 △11 △15 

支払利息 103 86 

持分法による投資損益（△は益） － 10 

持分変動損益（△は益） － 23 

固定資産売却損益（△は益） △115 － 

固定資産除却損 33 13 

売上債権の増減額（△は増加） 1,129 4,121 

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,624 1,704 

その他の資産の増減額（△は増加） 863 115 

仕入債務の増減額（△は減少） △61 △4,944 

その他の負債の増減額（△は減少） △440 △155 

その他 6 △9 

小計 3,337 387 

利息及び配当金の受取額 7 11 

利息の支払額 △105 △85 

法人税等の支払額 △621 △680 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,618 △366 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △260 △260 

定期預金の払戻による収入 260 260 

有形固定資産の取得による支出 △962 △557 

有形固定資産の売却による収入 327 38 

無形固定資産の取得による支出 △452 △498 

投資有価証券の取得による支出 △839 △183 

投資有価証券の売却による収入 0 － 

敷金及び保証金の差入による支出 △163 △121 

敷金及び保証金の回収による収入 409 331 

貸付けによる支出 △5 － 

貸付金の回収による収入 4 2 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △18 164 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,699 △824 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △160 2,500 

長期借入れによる収入 5,500 1,050 

長期借入金の返済による支出 △4,490 △4,119 

自己株式の売却による収入 717 － 

自己株式の取得による支出 － 0 

配当金の支払額 △337 △357 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △147 △186 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,081 △1,112 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,000 △2,303 

現金及び現金同等物の期首残高 4,326 6,269 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,327 3,965 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  店舗販売 レンタル 
服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

計 

売上高                  

外部顧客への売上高 59,469 2,474 908 2,088 64,941 2,488 67,429 － 67,429 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 45 53 98 － 98 △98 － 

計 59,469 2,474 953 2,142 65,040 2,488 67,528 △98 67,429 

セグメント利益又は損失

（△） 
△735 57 73 △53 △657 121 △536 △412 △948 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△412百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△413百万円、

グループ会社間の未実現損益の調整による影響額１百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の経常損失と調整を行なっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  店舗販売 レンタル 
服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

計 

売上高                  

外部顧客への売上高 59,488 2,517 791 2,074 64,872 2,679 67,551 － 67,551 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － 23 195 218 0 219 △219 － 

計 59,488 2,517 814 2,269 65,090 2,679 67,770 △219 67,551 

セグメント利益又は損失

（△） 
△1,346 40 54 △109 △1,360 114 △1,245 △477 △1,722 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△477百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△458百万円、

持分法による投資損失△10百万円及びグループ会社間の未実現損益の調整による影響額△９百万円が含

まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の経常損失と調整を行なっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「会計方針の変更」に記載のとおり「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17

日。以下「退職給付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び

退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及

び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を複数割引率へ変更しております。

 この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の「店舗販売事業」のセグメント損益への影響は軽微でありま

す。
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